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　　シリーズ

　　　　～ 男 と
ひと

 女 がともに輝くまちづくり～
ひと

          　　　　　　　

男女共同参画  ③

第２次登米市男女共同参画
　　基本計画の素案を策定　
　　　　委員が市長に提出

　このシリーズでは、市民の皆さんに男
女共同参画社会について理解を深めても
らうため、市の推進事業の様子や各団体
の活動状況などを紹介します。
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基
本
計
画
素
案
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
同
計
画
策
定
委
員
会
が

7
月
　
日
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
重

２１

ね
て
き
た
基
本
計
画
の
素
案
を
市

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
も
と
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さ
ら
に
内
容
を
検
討

　
提
出
に
は
、
策
定
委
員
６
人
と
、

浅
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ド
バ
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ザ
ー
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城
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子
大
学
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）
が
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し
、
須
藤
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  美
 委
員
長
が
市
長
に

あ
け
 
み

素
案
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
提
出
に
当
た
り
、
須
藤
委
員
長

よ
り
第
1
次
基
本
計
画
を
基
本
と

し
て
、
今
年
の
４
月
に
施
行
さ
れ

た
『
だ
れ
も
が
活
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
登
米
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
』
に
基
づ
い
た
内
容
で
あ
る

こ
と
や
、
今
回
の
震
災
の
経
験
か

ら
、
災
害
時
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
重
要
性
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
に
し
た
こ
と
な
ど
、
計
画
策
定

の
概
要
を
市
長
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
素
案
に
は
、
第
1
次
基

本
計
画
に
対
し
「
男
女
間
の
あ
ら

ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」「
障
が
い
者
、

高
齢
者
へ
の
支
援
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プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
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・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
推

進
（
家
族
計
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母
子
保
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春
期
保
健
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含
む
生
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じ
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性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
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基

本
方
針
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
提
出
さ
れ
た
素
案
を

基
に
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

平
成
　
年
　
月
に
第
2
次
登
米
市

２３

１１

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
施
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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　９月２１日から３０日までの１０日間、全国一斉に「秋の交通安全運動」が行われます。市では次の４点を重点事項

に掲げ、交通安全宣言大会や各地区での街頭指導など、さまざまな活動を行います。

　交通事故から命を守るため、出掛けるときや運転するときは、いつも交通ルールを守り、地域から交通安全の

輪を広げましょう。

秋の交通安全
市民総ぐるみ運動が始まります
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皐ストップ・ザ・交通事故皐

　今年に入って、市内での子どもと高齢
者の交通事故件数が増加しています。
　運転者は、子どもや高齢者が横断歩道
などを通過する際には、一時停止を心掛
けましょう。慣れた道でも油断せず安全
確認をするなど、高齢者、家族、運転者
がともに注意し、事故を防止しましょう。

子どもと高齢者の交通事故の防止①

　シートベルトとチャイルドシートの正
しい着用・使用により、交通事故に遭っ
た場合の被害を大幅に軽減することがで
きます。自分だけでなく、同乗者の安全
のためにも、全席・全員でシートベルト
を着用しましょう。

すべての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底④

【問い合わせ】市民生活部市民生活課　市民総務係　緯０２２０（５８）２１１８

計画策定委員会の皆さんが素案を提出

　飲酒運転の危険性、飲酒運転による交
通事故の悲惨さを市民一人一人が理解し、
登米市から飲酒運転を根絶しましょう。
　一人一人が交通ルールを守れば、飲酒
運転はなくなります。飲酒運転のない安
全で安心して暮らせる登米市をつくりあ
げましょう。

飲酒運転の根絶③

　夕暮れ時に外出する際には反射材を着
用しましょう。自転車は近年の健康志向
の高まりや「東日本大震災」の影響によ
り、移動手段として注目されています。
　自転車は法律上、軽車両となります。
正しいルールで安全に利用しましょう。

② 夕暮れ時と夜間の歩行中・
自転車乗用中の交通事故防止

交通安全
４つの目標
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【期間】　１０月～平成２４年２月　※６日程６講座を予定

【時間】　平日は夜間・日曜日は日中（１講座２時間程度）

【場所】　迫公民館ほか

【内容】　地域づくりに関する基礎知識や実践方法を、講話や体験学習などを

　　　　通して学びます。また、受講生同士の交流やネットワークづくりを進めながら、これからの地域づくりを一

　　　　緒に考えていきます。

【定員】　２７人（各町域３人程度）　

【受講料】　無料（交通費、昼食、演習に必要な教材費は自己負担）　

【申込資格】　①市内在住の２０歳以上の人　②市民活動や地域づくりに意欲のある人　③基本的に全講座受講可能な人

【申込方法】　各総合支所市民課に備え付けの申込書（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記入の上、

　　　　　　持参・郵送・ファクシミリ・電子メールのいずれかの方法で申し込みください。

【申込期限】　９月２１日（水）　

【申し込み・問い合わせ】　企画部市民活動支援課　　〒987－0511　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  緯 0220（２２）2173　 0220（２２）9164

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  死 shiminkatsudo@city.tome.miyagi.jp
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◆豊かな夢のある登米市を目指し、地域の次世代リーダーを養成

纂体験！登米市のまちづくり講座
　市では、市民が主体となった協働のまちづくりを進めるため、市

民活動や地域づくりを担う人材やコーディネーターの育成を目的に、

ＮＰＯやまちづくり団体との交流や体験学習を中心とした体験型の

講座を開催します。

昨年度の第３回講座「ワークショップ」の様子

２月１月１２月１１月１０月２４日（月）１０月１３日（木）開催日時

受講生による

意見交換会・

閉講式

受講生による

自主企画講座

体験学習

「ハッと体験！登米

市の情報最前線」

Ｈ＠！ＦＭ見学

ＩＴ活用講座

「世界の中心でアイ

を叫ぼう」女性リー

ダー講座と合同開催

講座・実践

「ワークショップで

考えるまちづくり」

開講式・

講演「入門・協働の

まちづくり」
講座内容

平成２３年度　地域次世代リーダー養成講座　日程
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